
人と天然記念物北限のサルとの共生シンポジウム

2009in下北半島の開催について

下北半島のニホンザル被害対策市町村等連絡会議主催のシンポジウムを下記の内容で開催

します。

日時：平成 21年 8月 19日（水曜日）13時 00分～ 20日（木曜日）11時 00分
場所：プラザホテルむつ（青森県むつ市下北町 2-46）
内容：

● 1日目
(1) 基調講演

ニホンザル保護管理について

渡邊 邦夫氏（京都大学霊長類研究所教授）

最新の猿害防止技術について

羽山 伸一氏（日本獣医生命科学大学准教授）

(2) 事例発表
モンキードッグ導入の効果と課題について

河合 智氏（むつ市農林水産課鳥獣対策 G保護管理専門員）
下北半島のサル一斉調査結果と今後の個体群・個体数の増加予測について

松岡 史朗氏（下北半島のサル調査会事務局長）

(3) パネルディスカッション「地域住民と下北半島のニホンザルとの共生について」
コーディネーター

伊沢 紘生氏（NPO法人ニホンザルフィールドステーション理事長）
アドバイザー

渡邊 邦夫氏、羽山 伸一氏

パネリスト

江戸 謙顕氏（文化庁記念物課文部科学技官）

徳田 裕之氏（環境省野生生物課鳥獣保護業務室鳥獣専門官）

野津 喬氏（農林水産省生産局農業生産支援課鳥獣被害対策室課長補佐）

松岡 史朗氏（下北半島のサル調査会事務局長）

五十洲 和彦氏（下北半島ニホンザル被害対策市町村等連絡会議委員長）

●２日目

現地視察（むつ市大畑地区）

モンキードッグの導入、京大式電気ネット柵、サル接近警戒システムについて

詳細については、むつ市農林水産課までお問い合わせ下さい。

（TEL：0175-22-5451、担当：山崎、櫛引、川井、畑山）


